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横浜市政記者、横浜ラジオ・テレビ記者 各位 
 
 

横浜市中央卸売市場の再編・機能強化について 
 
 横浜市中央卸売市場の統合整備につきましては、このたび、協議・調整を重ねて

まいりました市場関係事業者団体の意見がまとまりました。これを踏まえて、本市

では、 
①市場規模の適正化とともに、 
②顧客や消費者などのニーズに応える機能強化に市場関係事業者とともに取り組み、 
③市場と関係事業者の振興・発展を目指してまいります。 
 また、このような事業主旨に即して、今後本事業を「横浜市中央卸売市場の再編・

機能強化」として、次のように進めてまいります。 
 
１ 基本的考え方 
（１）商圏や立地条件などを考慮して、本場を中央卸売市場として、横浜市が引続

き開設・運営します。 
（２）南部市場は、中央卸売市場としては廃止しますが、本場を補完する加工・配

送、流通の場として活用します。 

 
２ 目標時期 
  商圏が競合する東京市場の機能強化の動向（大田市場青果部の大型低温物流セ

ンター整備：平成２３年度稼動予定、築地市場の豊洲新市場移転：平成２６年

度予定）を踏まえて、概ね５年以内（平成２６年度まで）を目標とします。 
 
３ 今後の取組 
  今後は、引続き市場関係事業者と協議しながら、南部活用方法の具体化や、本

場・南部間移動の条件調整と実施、施設整備、出荷者や販売先顧客の協力確保、

法令の手続き等を行ってまいります。 

 本        場 南        部 

青 果 部 
水産物部 

 
 
 

中 央 卸 売 市 場 
 

外気遮断・温度管理型売場、 
加工場等の整備実施 

 
 

（本場に花き部はなし） 

本場を補完する加工・配送、流通の

場（原則民間による外気遮断・温度管

理型施設への改修・整備） 
鳥 卵 部 ―― 

花 き 部 
商圏（市内南部及び三浦半島地区） 
特性を踏まえた、民営の花き流通セ

ンターまたは民営地方卸売市場 

関連事業 
青果、水産物、花き部門の支援的な

役割とともに、消費者等に開かれた

業態化 
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○経  緯 

 

１ 包括外部監査意見 

   平成１８年３月、包括外部監査で次のような意見が出されました。 

 

（１）市場の取扱量減少、市場事業者の経営悪化、中央卸売市場費会計への一般 

会計繰入状況を踏まえ、 

 

（２）今後の市場のあり方(２市場体制を維持するか否か等)の検討を求める 

 

 

２ 横浜市中央卸売市場開設運営協議会答申 

   包括外部監査の意見を受けて、平成１８～１９年度に横浜市中央卸売市場開

設運営協議会で今後のあり方が検討され、平成２０年３月、次のような答申が

出されました。 

 

（１）中央卸売市場を引続き開設・運営すること 

 

（２）市場機能の強化を図ること 

 

（３）市場規模の適正化（本場・南部市場の統合）を図ること 

ア 統合時期：南部市場の施設が更新時期を迎える概ね 10 年後を目標 

 

イ 統合場所：①「本場への統合（南部市場用地の物流センター等での活用も検討）」 

         ②「南部市場への統合」 

         ③本場・南部市場以外の候補地への「移転新設」 

 

 

３ 新市場整備協議会(市場関係事業者と横浜市の検討組織) 

   横浜市中央卸売市場開設運営協議会の答申を踏まえ、平成２０年度 

以降、市場関係事業者と横浜市で検討を重ねてきました。 
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○市場の状況 

１ 事業者数                            (Ｈ22．6．１現在) 

 本     場 南 部 市 場 

卸売事業者 

青  果  部     ２（本社）     ２（支社） 

水 産 物 部     ２（本社）     ２（支社） 

花  き  部 － ２ 

鳥  卵  部 １ － 

仲卸事業者 

青  果  部 ２９ １１ 

水 産 物 部 ７８ ２９ 

花  き  部 － ４ 

鳥  卵  部 － － 

関  連  事  業  者 ４７ ５６ 

そ     の     他 ４４ ３３ 

合           計 ２０３ １３９ 

 

２ 取 扱 量 （１）本場・南部市場比較          単位：千トン( )：取扱比率 

平成２１年度 青   果   部 水  産  物   部 

本    場 ３７６（７６％） ６４（６５％） 

南 部  市 場 １２２（２４％） ３５（３５％） 

 

（２）本場・南部市場合計       単位：千トン ( )：対ピーク時比率 

 青  果  部 水 産 物  部 鳥  卵  部 花  き  部 

平成２１年度 ４９８(９７％) ９９(３５％) ２(５０％) 47 百万本(56％)

過 去  最 高 ５１５(Ｈ１９) ２８１（Ｓ５６） ４（Ｈ３） 84 百万本(Ｈ９)

 

３ 販売先状況 （本場・南部市場合計）           単位：億円 ( )：構成比 

平成 20 年度 専門小売商 スーパー 納入業者 加工業者 飲食店ほか 合   計

青 果 部 226（20％） 270（23％） 281(24％) 50（4％） 322（29％) １，１４９

水産物部 133（16％） 326（39％） 77（9％） 48（5％） 265（31％） ８４９

 

４ 事業者の経営状況 （本場・南部市場合計・経常利益率）        平成２０年度 

 経  常  利  益  率 

卸 売 事 業 者 仲 卸 事 業 者 

青 果 部 ０．２３％ ０．４２％ 

水産物部 ０．１９％ △０．０６％ 

花 き 部 ０．１１％ １．０１％ 

鳥 卵 部 △２．００％ － 


